
建築工事
電気設備工事
機械設備工事
集会所
外構等
諸経費
総工事費

1,310,000 円
193,000 円
414,000 円
25,000 円
154,197 円
438,803 円
2,535,000 円

概算工事費　 　（単位：千円）

個室
【アルコーブ】

植木鉢

玄関
TR

ベビーカー

溜まり

■駐車場：
中高木の植栽で駐車場の修景
を行うとと同時に、視線のコント
ロールを図る。（img-3)
■北側住棟(計画地1)：
低層の北側住棟には壁式構造
を採用。梁型を小さく抑え、ラー
メン構造と比較しコンクリート・
型枠数量を削減。
■集会所：
広場に面するように配置し、開
放的な設えとすることで、二次
常時/イベント時/災害時など様
々な利用が可能な地域の憩い
の場となるような計画。住棟に
取り込む計画とし、コスト削減を
図る。（img-4/7)
■おやま広場・ベンチ広場：
掘削残土を利用した築山など
のランドスケープや、地形を生
かしたベンチなどのガーデンフ
ァニチャーを計画。みんなが利
用できる安らぎの広場とする。
(img-5)

■沿道：
積極的に緑化し、歩道
に木陰をつくることで、
厳しい日差しから歩行
者を守ると共に、豊か
な街並みを創出する。
(img-5)

■みどりの小道：
敷地南側の公園や、既存
上安住宅の広場へとつな
がる緑の小道。(img-8)

■まちかど広場：
大通りに面する上安住宅第
五公園は、気軽に立ち寄る
ことができるよう、街に開か
れた広場として整える。

■歩道：
北側の敷地には前面道路
沿いに歩道を設置し、Ａ/Ｂ
棟の居住者や歩行者の安
全を確保。(img-1)
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【残土利用】
歩車分離マウント

残土

築山などのランドスケープ

【積極的な木材利用の検討】

断熱＋シート防水

木質構造屋根
(30 分耐火 )

交差点の見通
しに配慮し空
地とする

工事中の騒音
などの住環境
に配慮し距離
をとる
棟毎に完結
した仮設計
画とし、道
路の安全性
を確保

駐車場･資材置場

敷地内に重機が配置
できるよう道路から
引きをとる住棟配置

【仮設計画イメージ】
SUN共用照明

に利用 断熱範囲

折返し

▼FL雨水の
灌水利用

雨水貯留槽
【再生エネルギー】【断熱イメージ】

グラスウール

LGS

■躯体重量 62.3kg/ ㎥
（コンクリートの場合 360kg/ ㎥）
■遮音性能 TDL-55

強化石膏ボード
t=21

硬質石膏ボード
t=9.5

【乾式戸境壁仕様イメージ】

【間取りのイメージ (2DK)】
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による可変性
の高い空間
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【敷地 1断面図】

高低差を生かした
視線のコントロール

A/B 棟

駐車場

【敷地２断面図】
ﾋﾟｯﾄの縮減 高低差処理
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【建築的な視線のコントロール】
住戸
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山並みと呼応するスカイライン
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【日影図】

8F
8F

7F

4F 3F

6F

4F
2F

2F
4F

2F

2F
2F

視線の交錯の生じない住棟計画

駐車場
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武田山へ抜ける視線

植栽

【植栽による視線のコントロール】

歩車分離：
駐車場を端に寄
せ、歩者分離を
図り歩行者の安
全性を確保

分節：
住棟を分割し視
線や風の抜けを
創り出し、圧迫
感を軽減する

北側住棟：
隣接する北側住宅
に配慮して 3～4
階建てに抑える
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眺望の確保
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E E 棟：
南の既設広場へ
の眺望を確保

C 棟：
四方からアク
セスできる集
会所

B 棟：
離隔の確保
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住棟配置：
敷地形状に合わ
せて住棟を配置

広場の連続：
周辺との関係か
ら住棟の角度を
振りながら広場
が連続する

１ ２ ３ ４

佇まい：
住棟毎に階数や
向きが変化して
いき、周辺地域
との調和を図る

集会所


